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「福井の昭和 「百年」 史」
　2026年（令和８）は、昭和の時代が始まってから満
100年を迎える年です。昭和は大正天皇の崩御に伴っ
て裕仁皇太子（昭和天皇）が践

せん
祚
そ

したことで、1926年（昭
和元）12月25日に幕を開け、昭和天皇の崩御により改
元された1989年（昭和64）１月７日まで続きます。この
62年間は、国際社会での日本の立ち位置や国内の政治
体制、技術の発達や社会の構造の変化を背景にした生
活のあり方などが大きく変化した時代でした。そして
これらの変化は、福井県内で暮らす人びとにも大きな
影響を与えました。
　昭和の頃に確立した価値観や生活様式などは、昭和が終
わって約40年が経った今日、職場や学校、家庭などの場
で見直しを迫られ少しずつ姿を消しつつあります。一方
で、昭和の頃の生活や社会のありようを懐かしく思った
り、当時の価値観を重視する立場の人びとも多くおり、賛
成と反対の双方の立場から議論がなされることもありま
す。その点では、昭和は終焉とともに過去のものになった
のではなく、極めて今日的な存在であると言えます。
　特別展「福井の昭和「百年」史」では、昭和の始まりか
ら福井地震までを前期（８月１日（土）～９月６日（日））、
戦後の復興から令和の今日までを後期（９月12日（土）～
10月12日（月・祝））として、この100年間を資料ととも
に振り返ります。100年の歴史を振り返る場合、視点は
多岐にわたりますが、今回の展示では主に福井県民の
生活という視点を中心に据え、私たちの生活に大きな
変化をもたらした出来事をピックアップして詳しく取
り上げていきたいと思います。私たちが生きている現
在はどのようにして築かれてきたのか、そしてこれか
ら私たちはどこへ向かうのかということを考え、次の
100年へのスタートを切るきっかけになることを目指
します。

１. 昭和のはじまり
　大正天皇の病状が悪化し、崩御したのは1926年（大
正15）12月25日でした。裕仁皇太子はただちに践祚し、
この日、昭和の幕が開きます。その後、大正天皇の喪
が明けた1928年（昭和３）11月10日に、京都において
昭和天皇の即位の儀式である大典が行われました。こ
の大典に伴って行われた宴会である「大饗」には、福井
県選出の国会議員や県内の有力者も参加しました。ま
た、大典にあたっては全国各地で数々の記念事業が行
われました。こうした記念事業を通じて、新しい昭和
という時代が人びとの間に浸透していったのです。

２. 不況と都市文化
　昭和初期、東京や大阪などの大都市で発展した都市
文化が福井の地まで及びました。観光の盛り上がりを
背景に、1935年（昭和10）４月には福井観光協会が結成
されました。1927年には、現在の西武福井店の前身で
ある「だるま屋百貨
店」が開業し、少女
たちからなる「だる
ま屋少女歌劇」が結
成されます。また、
この時期には福井県
内でそれまでの絹織
物に代わって人造絹
糸（人絹）が作られる
ようになります。福
井市場は一時全国の
人絹糸の標準相場を

令和８年度特別展

少女歌劇タイムス
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決定する市場となり、
1932年４月に世界最
初の人絹取引所が開
設されるなど、「人
絹王国」と呼ばれま
した。政治の面では
1925年には、男子に
限定されてはいまし
たが納税などの条件
が付されない普通選
挙制度が始まりまし
た。選挙が一般的に
なると、違反のない
公正な選挙が課題と
なり、選挙粛正のビ
ラが刷られました。
　 一 方 で、1929年
のアメリカ・ニュー
ヨーク市場での株の
大暴落を契機とした世界恐慌は、福井県内にも影響を
及ぼしました。こうした不況にあえぐ国内の状況を打
開しようと、次第に産業の統制や心身の錬磨が模索さ
れるようになります。また、福井県は、戦前に結核患
者を多く抱える「結核県」として有名であったため、結
核の予防をはじめとした健康な身体の育成が課題とな
りました。

３. 戦争・震災の時代
　1931年（昭和６）に満洲事変が、1937年に日中戦争が
起こるなかで、地域の人に見送られて県内の若者は次々
と軍人として戦地に向かっていきました。軍事郵便や
慰問品がこうした出征者と地域の人びとを結びつけまし
た。日中戦争が始まると、戦争最優先で物資を分配する
ため、切符制が導入されるなど、地域に暮らす人びとの
生活にも影響が出てくるようになります。ほしい商品が
購入できないだけでなく、家庭内の金属製品も買い上げ
や供出に応じるように求められるようになりました。そ
して、戦争の拡大によって戦死者や戦地で病気にかかり
亡くなる人も急増します。
　戦争の末期になると、日本各地が空襲の対象となり、
国内であっても戦場とかわらない状況になりました。
都市全体で灯火を抑制し、空襲の目標とならないよう
にするなどの対策が取られましたが効果は薄く、1945
年７月12日に敦賀市が、19日には福井市が空襲を受け、
多くの人びとが亡くなりました。
　1945年の夏に戦争が終わりましたが、復興に歩み出
した人びとを大地震が襲います。1948年６月28日に起
こった福井地震です。この地震により、嶺北北部の機
能は麻痺し、各地の復興計画は一からの見直しを迫ら
れますが、1952年には、「福井復興博覧会」が開催され
ました。

防空電球健康週間貼紙
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４. 復興に向けて
　敗戦によって、それまで戦地に行っていた人や朝鮮
半島などの植民地などで暮らしていた人が国内に帰っ
てきました。また空襲によって生活基盤を失った人も
おり、こうした人びとがどのように生活していくのか
が問題となりました。その解決策の１つが開墾がされ
ていない土地への入植です。ここでは戦後の開拓地に
生きた人びとの資料を展示し、終戦直後の生活を見て
いきます。また、敗戦によって、それまでの統治シス
テムが揺らいだこともあり、青年層の活動が活発化し
ます。彼らはサークルで発行した文芸誌や演劇の台本
を通じて、自分なりの新しい日本の建設を叫び、自己
の内面を表現していきました。

５. 高度成長と福井
　高度成長期は生活が大きく変わった歴史的な転換期
でした。この時期に急速に家庭の電化が進み、可処分
所得の増加は消費活動の性格を変えました。特に情報
を伝えるメディアがそれまでのラジオや映画からテレ
ビへと変わり、世界で起こる出来事が瞬時に家で見ら
れるようになりました。また、生活の電化はエネルギー
確保を目的とした開発や発電所の建設に繋がっていき
ます。個人の消費活動も、個人経営の商店での買い物
からショッピングセンターなどの大規模店での買い物
に変わっていきます。経済成長による経済活動の活発
化は大型の建築物を県内に出現させました。

６. 昭和の終わりと平成・令和
　1989年（昭和64）１月７日に昭和天皇が崩御し、激
動の昭和は幕を閉じます。ここでは、その後の私たち
の生活の変遷を追っていきます。平成期に福井県で起
きた大きな出来事として1997年（平成９）のロシアタン
カー重油流出事故が挙げられます。島根県隠岐島沖で
座礁したタンカーの船首部分が三国町（現 坂井市）の安
島付近に漂着し、タンカーから漏れ出た大量の重油が
沿岸の各地に流れ着きました。この出来事はテレビで
も報道され、全国から多くのボランティアが重油の回
収に訪れました。現地では、各地から集ったボランティ
ア同士のつながりが深まるなど、この２年前に起こっ
た阪神・淡路大震災と並んで日本へのボランティア文
化の定着を象徴する出来事になりました。この時に情
報発信のツールとして活用されたのがインターネット
です。作業の有無などがネットで逐一伝えられたこと
は、ネット時代の幕開けを告げました。
　昭和の末期に古生物の化石が勝山で発見されたこと
から、県では数次の発掘調査を行いました。この結果
をもとに県立博物館の自然科学分野が独立し、恐竜博
物館が2000年に開館します。恐竜エキスポも開催さ
れ、福井県を挙げて恐竜が売り出されていきます。
　その後、2019年には平成が終わり、令和と改元され
ます。令和期に起こった新型コロナウィルスの蔓延や
米不足など、今日に至るまでの出来事も収集した資料
を基に振り返っていきます。

トピック　カラーでよみがえる写真に写された日常

　近年、デジタル化の進展に伴って、古写真や映像に
着色し、当時の色彩を再現する技術が発達してきまし
た。当館では、本展示の開催にあたってＮＨＫエデュ
ケーショナル、ＮＨＫアートと協力し、館蔵の古写真
をカラー化しました。モノクロだと分からない細部が
鮮やかに浮かび上がり、遠い昔の人がまるで現代の人
のように生き生きと捉えられます。展示資料と合わせ
てぜひご覧ください。

集束焼夷弾M69
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特集「歴史の扉」〜学芸員による福井新聞への寄稿⑦〜
　令和３年度より、福井新聞に福井県の文化施設の職員が寄稿しています。福井県立歴史博物館の学芸員は、新聞に
掲載される「歴史の扉」欄で、日々の調査の中での発見や展覧会の見どころなどを執筆しています。福井新聞社より「歴
史の扉」の画像提供とご協力を得て、過去に掲載された「歴史の扉」をご紹介させていただきます。

©福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和７年（2025年）８月２日（土曜日）

©福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和７年（2025年）11月１日（土曜日）
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©福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和８年（2026年）３月21日（土曜日）

©福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和８年（2026年）５月30日（土曜日）
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特集「おいでよ」〜学芸員による日刊県民福井への寄稿①〜
　福井県立歴史博物館の学芸員は令和８年度より日刊県民福井の「おいでよ」欄で、日々の調査の中での発見や展覧会の見
どころなどを執筆しています。日刊県民福井より「おいでよ」の画像提供とご協力を得て、過去に掲載された「おいでよ」を
ご紹介させていただきます。

©中日新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和８年（2026年）４月21日（火曜日）

令和８年（2026年）６月９日（火曜日）

©中日新聞社　無断複製・転載を禁じます
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「あなたが見つけた街かどの昭和」
　1926年12月に昭和が始まってから今年で100年、1989
年１月に昭和が終わってからは38年という長い時が流れ、
人々の記憶の中からも、人々の暮らす街中からも昭和の面
影は姿を消しつつあります。
　昭和100年という節目の今年、県民のみなさまに改めて

「昭和」について思いを馳せ、過去と現在との暮らしや街中、
身の回りの変化について発見していただきたく思い、現在
福井県立歴史博物館では公募写真展「あなたが見つけた街
かどの昭和」を開催しています。
　写真展では、県内外の方からひろく「福井県の街かど」に
残る昭和の面影の写真を募集し、期間中は随時展示に追加
しています。
　この紙面では現時点で応募・展示されている作品38点
のなかから４点をご紹介します。
　また見どころとして、被写体に対する思い出や好きなポ
イントなどについても応募時にコメントをつけていただく
ことで、昭和を経験してきた年代の方々は「昭和」を回想し
ていただき、昭和を実際には経験したことがない年代の
方々は「どのようなものに昭和を感じているのか」を語って
いただいております。

　公募写真展を通して、様々な年代の方々にとっての「昭
和」観を浮き彫りにし、改めて「福井県の昭和」について考
える機会としていただけましたら幸いです。
　みなさまからのご応募をお待ちしております。

●開催期間
　10月12日（月・祝）まで
●募集期間
　８月31日（月）まで
●場所
　歴史博物館１階　エントランスギャラリー
●募集要項について
　詳細は博物館HP
　�https://www.pref.fukui.lg.jp/muse/
Cul-Hist/info/20260515syasin.html

令和８年度公募写真展

「街中に残る木製電柱」
（福井市花月４丁目、2023年３月２日撮影）
なかじぃ（21歳）

「昭和期には多く存在していたであろう木製電柱
が、街中にひっそりと佇んでいました。コンク
リート製の電柱へ変わり、さらには無電柱化も進
む現代ですが、この電柱は新しい地区名表示板も
付けられ、現役バリバリのようです。安全面から
撤去が進んでいそうですが、これからも地域を見
守っていてほしいものです。」

「道にある水門」
（旧南条町関ヶ鼻、2026年５月25日撮影）
宮川和廣（54歳）

「子供の頃道草で通った道で水門が落ちてこないか恐る恐
る通ってました。50年近く過ぎた今でも落ちていません

（笑）川があったのか護岸の石垣が残っています。誰に聞
いても川があったことは確認できていません。」
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「辻に立つ　赤いポストと　石ぼとけ」
（福井市上野町、2026年５月９日撮影）
胡瓜猫

「赤いポストと笏谷石の地蔵が、辻を見守るように立って
います。いつも車で通過するときに、ふと印象に残る場
所です。」

「ハサイニュウ」
（坂井町（現坂井市）、2026年５月５日撮影）
イトウ（32歳）

「田んぼの中や集落に、たまに横に細長い小屋があります。
今年90歳になる祖母に聞いたところ、これは「ハサイニュ
ウ」といい、稲架掛け（ハサガケ）に用いる木や竹を入れる
小屋だそうです。かつてはいたるところにあったようで
すが、圃場整備やコンバイン普及に伴い（昭和40～60年
頃）なくなっていったそうです。」

令和８年７月～８月の催し物案内
■「ふく歴ミュージアムトーク」

［ 日　時 ］  令和８年７月19日（日）
［ 講　師 ］  酒井健治（当館文化財調査員）
　新企画の第２回は、古代史を専門とする酒井文
化財調査員が担当します。

■特別展関連講座
［ 講　師 ］  橋本紘希（当館学芸員）
　特別展「福井の昭和「百年」史」期間中に開催予定
です。
※�その他、外部講師を招いての記念講演会なども予定して
おります。詳細は公式ホームページなどをご覧ください。

「昭和のあそび」
ミュージアム・サポーターズクラブ主催
　　　　　「体験！昭和のあそび～春編～」

［ 日　時 ］  令和８年５月５日（火・祝）
　オリジナルのミニこいのぼりやかざぐるまを
作ったほか、こま回しや竹とんぼなど昭和のあそ
びの体験を行いました。

◀�ミニこいのぼりを
作る様子

「ふく歴ミュージアムトーク」
専門分野の異なる各学芸員・文化財調査員が常設
の展示資料を中心に行う約30分間のフリートーク

［ 日　時 ］  令和８年５月17日（日）
［ 講　師 ］  川越光洋（当館副館長（調査研究））
　新企画の第１回は考古・文化財科学を専門とす
る川越副館長が行いました。

ふく歴ミュージアム
トークの様子▶︎


